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（既刊は○）

編　集　後　記

　わが国において 2016年に 0歳から 19歳までで
慢性透析療法を受けている患者は 188名で，全透
析患者の 0.05％ときわめて少ないが，多くの患
者が，小児医療の進歩によって予後は改善し，成
人に達するようになってきた．しかし，小児科か
ら成人科領域への紹介・移行は，紹介状一枚で簡
単に済むものではない．患児の受診や服薬の中止
などが起こることもあり，治療継続が順調にいか
ないことも多い．このような繊細な移行期の重要
性を成人科領域の医療スタッフにも知ってもらい
たく本号の企画を行った．小児の場合，身体的に
も精神心理学的にも“成長”ということが重要と
なる．それで，成長障害対策と精神心理的サポー
トおよび看護をそれぞれ別稿立てとし，成長に大
きな影響を与える栄養についても一稿を設けた．

　現在，腎移植の約 20％を占める先行的腎移植
については腎代替療法の選択のなかで触れてもら
い，腹膜透析，血液透析，腎移植のそれぞれの現
状についてそれぞれの専門家に解説をお願いし
た．近年，急性腎障害から慢性腎不全への移行が
注目されている．小児で急性腎不全発症頻度が一
番高い新生時期急性腎障害と急性腎不全の現状に
ついても述べてもらった．小児慢性腎不全の一番
の原因である先天性腎尿路異常（CAKUT）にお
ける管理についても書いていただいた．
　現時点での小児期・思春期腎不全におけるベス
トな概説を目指したつもりである．いずれも力作
である．本号が悩める小児期・思春期の腎不全患
者および医療者に役立つことを望みたい．
 （伊丹儀友）
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